外来通所　カンファレンス記録
	平成　18年　6月　26日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　瀧澤　志穂　　記録者　木村　裕美

	I.O.O
	G.O.M

	
	
	

	下舘
	小笠原
	東
	服部
	佐々木
	木村
	月舘
	中居
	瀧澤
	上平
	摩尼
	谷藤
	池田

	○
	○
	早退
	○
	欠
	○
	○
	○
	○
	業務
	○
	○
	○

	原
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
　

＜連絡事項＞

· デイケアの外線利用可能ＰＨＳが使用出来なくなった為、使用するＰＨＳが１台のみとなっている。（総務のPHS）内線601を現在使用しているが、外線利用する際には00発信した後に、番号を入れること。

· 7月7日(金)17時30分、メンタルケア病棟3階会議室で伝達講習｢精神科リハビリテーション｣が行なわれます。WIZへの出席チェックを忘れずに行なう事。

· 明日13:30～症例検討会実施予定。

＜利用者様情報＞

· 巴　勇樹様～来所直後「腹の調子が悪いから寝てる」と訴え聞かれている。先週より腹部症状聞か
　　　　　　れている為、病院受診などはしているのか尋ねると「してない」とのこと。体調不良
　　　　　　が続くようであれば、受診促しているが本人拒否されている。
　　　　　　現在継続して行っている作業が負担となっているのか尋ねると「いや、ハハ･･･」と
　　　　　　曖昧な返答聞かれている。スタッフからは、継続して行えている事や徐々に作業能力
　　　　　　が向上していることを本人へ評価として返している。

· 山田　健次様～昼に来所され、膝痛訴え聞かれている。膝の痛みにより来所出来ない日が続いてい
　　　　　　　る為、痛みが続くようであれば整形受診するように促している。本人から「次の外
　　　　　　　来の時に先生に相談してみる」と話されている。

＜外来情報＞

· 森田　清助様　～血圧は安定している。腰痛については軽減したと話されているが、「左アキレス
　　　　　　　　腱が痛い」と訴え聞かれている。

· 我満　奈津紀様～10時の外来予定を入れていたが来院せず、青明舎へ連絡し訪問している。11時
　　　　　　　　受診し「娘の咳が止まらなくてぐずってしまって･･･一緒に寝てた」と話されて
　　　　　　　　いる。交際相手との関係や、飲酒について担当医から説明を受けると「彼氏とは
　　　　　　　　よりを戻した」と話される。担当医から、よりを戻した事については、青明舎及
　　　　　　　　びデイケアへは報告したのか確認すると「ちゃんと言いました」とのこと。
　　　　　　　　（デイケアでは本人からそのような報告は受けていない）

　　　　　　　　　　⇒　本日の外来受診に遅れた件から、娘様の体調不良などあり本人の生活が乱れている事が予想される。今後本人と話をする機会を設け、生活状況について確認する。また、青明舎へは本日の外来の様子も併せて情報提供する。

· 晴山　美智子様～体重94kg。職親について「8:30からの仕事だから8:30に間に合うように出勤し
　　　　　　　　たら遅いって言われた」と報告あり。担当医より、青明舎へ相談するように説明
　　　　　　　　している。

· 高橋　百壽様　～精神症状は変化ないが、夕方になると体がだるくなると訴えあり、減薬となって
　　　　　　　　いる。デイケアを欠席した日には、30分ほど散歩をする時間を設けているとの
　　　　　　　　こと。

＜業務改善＞

· ごみ箱の設置について
⇒　外に設置されていたごみ箱が衛生上悪影響との事で撤去している。代理としてごみ箱を発注し
　　室内へ配置する。ゴミの廃棄については、毎日ナイトケア勤務終了時にスタッフが廃棄する。
　　メンバーへは撤去した事と、室内へゴミ箱を配置した為ゴミを外に捨てる事の無いように説明
　　し、周知して頂く。

· 書類提供について･･･現在案として挙がっていた書類の内容について、一次作成し提出とする。
⇒　・通所メンバーの納涼会企画書･･･７／３　まで
　　・通所開始から退所までの流れ･･･７／15　まで
　　・プログラム書式･･･プログラム分類表を作成し今週水曜（28日）にカンファレンス内で検
　　　　　　　　　　　　検討を受けて再度書式見直しを行い、７／15までに１度提出

＜デイケア事例検討＞

○高橋　百壽様　（37）　統合失調症　合併症：糖尿病

　～デイケアの様子～

継続した通所が難しくなっている。１度利用すると、２・３日は継続して利用することが出来ているが、徐々に体調を崩している様子が伺える。

来所時には午前のプログラム開始頃より「調子が悪い」「しんどい」との訴え聞かれている。歩行にも小刻み歩行が見られ、スタッフの周囲から離れることが出来ない様子見られる。帰宅時には、お母様のお迎えにより帰宅されている。

　

～外来からの情報～

　　受診時の様子としては、表情良く動きにも機敏さが見られている。待ち時間に外に行くなど、うろつかれる事もなくなっている。受診時、通所利用しない日には３０分ほど散歩していると報告されている。

　　体重測定は実施していないが、外見から体重増加傾向にある事が見て取れる。

～今後の対応として～

・体重増加による易疲労感も考えられるのではないか？

　⇒　来所時には体重測定を実施する。本人が糖尿病も併せ持っていることもあり、体重増加が体に対して与える影響についても再度説明する。

　　・継続して利用することにより疲労が溜まり、体調を崩している事も予想される為、短時間又は１日からの通所利用を勧め、徐々に時間や日数を増やしていけるように働きかける。

　　・次回外来時に来院した際、外来にて本人と話をする機会を設ける。

○晴山　美智子様　（39）　統合失調症　合併症：肥満症

　～デイケアの様子～

本日来所時、本人から「少し話をしよう」と申し出があるが、着座しても直ぐに立ち上がりソワソワした様子伺える。化粧も斑が見られており、濃い印象を受ける。表情は柔和。

外来にて体重測定し94kgあったことを気にされており、「土日に食べ過ぎた」「間食はしてないけど、食事にすごく時間を掛けて食べるから、量も食べちゃうんだよ。」と話されている。

以前他メンバーに対してストレスを感じていた件について振り返りを行っている。本人から、「前は、辛かったけど最近どう付き合えば良いか分かってきた。いないと寂しいって思う」と話されている。

以前、本人と関係スタッフで話し合い決めた目標である“休憩をとることが出来る”は、自宅ではお母様の様子は変わらないが、お父様は以前ほど動けと言わなくなったと話され、休憩は取れるようになっている様子。

　～外来からの情報～

　　水分を職場で２リットル以上摂取していると報告され「水のせいで体重が増えた」話されている。体重増加を受けて、自分から「入院かな？院長先生なら入院になるんだけど」と訴え聞かれているが、表情はにこやか。又、職場の職員が仕事に対して厳しくなってきたと報告されている。

　～今後の対応～

　　・自宅では体重測定を行っていないと話される為、来所時には体重測定を行う。

　　・仕事や生活についてなど本人の訴えを聞く場所を提供する。対応するスタッフは落ち着いて話を出来る環境の提供と、受容する体勢で話を聞く。

　　・以前他メンバーの事をストレスに感じていたが、本人の訴えから精神的に余裕が出てきたことが伺える。引き続き、自宅で上手く休憩を取ることが出来るように定期的にご家族と話をする機会を設ける。

　　・本人がストレスに感じていた事から現在木曜日の通所を止めているが、体重増加してきたことや、本人に余裕が出来てきた様子があるため、木曜日の本人からの定期連絡を再開し、可能であれば通所利用して頂けるように説明する。

